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1.は じ め に
日本軍 「慰安婦」 問題が歴史観論争 の焦点 になっている。 日本版歴
史修 正主義 といわれる 「新 しい歴史教科書 をつ くる会 」の描 く 「慰安
婦」像 には女性差別 ・民族差別 的な限界 を指摘 できるが、 それ に真 っ
向か ら対立 す る韓 国の 「挺身隊問題対策協議会」の描 く 「慰安婦」像
に、民族主義 的 な観 点が強調 され てい る とい う批判 もよせ られ て い
る(1)。
一方 「フェ ミニズムはナシ ョナ リズム を超 えられ るか」 とい う提言
に対 して は、マイノ リテ ィー ・フェ ミニズムか らの反論 が寄せ られて
いる(2)。
ナ シ ョナ リズム とフェ ミニズ ムの問題 、「慰安婦」制度 と公娼 制 の
相関関係 を考 える際 に、 日本人 「慰安婦」 をどう位置付 けるか とい う
問題 は重要 で あるに もか かわ らず、 「慰安婦」問題が広範 囲に注 目 さ
れ るようになった過 去10余 年 において も、 日本 「慰安婦」当事者 の証
言 は もとよ り、実証 的な研究 もほ とん どなされていない。
帝 国の領域 拡張 に伴 う日本人 の人 口移 動 を研究 した業績(3)や 、「か
らゆ きさん」 とい う名で東南 アジア、朝鮮 、旧満州、中国へ人 身売買
された女性 の歴史 を研究 した もの(4)はある。
また農業恐慌 と冷害 により1930年 代 に東北地方か ら多 くの若 い女性
が人身売買 され、社会問題 になった ことにつ いての研究が ある(5)。
この ように地域や テーマ により個別 に女性史研究 は進 んでい る もの
の、 同時代 に生 きた 日本の東北地方 の女性 と植民地統治下 の朝鮮 人女
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朝鮮、台湾 との関わ りで見るべ きだが、 と同時に底辺にあったがため




① 『旅券下付数累年比較』に見る清国 ・ロシア ・朝鮮渡航状況
朝鮮に在留 した日本人の職業別戸口調査は1903(明 治36)年 より始
められたので(7)、それまでの渡航状況をしるために外務省通産局編纂














び ととは対照的 に無名 の庶民が多 く、確か なビジ ョンも約束 され ない
ままの海外渡航で あった。
また1872年 の壬 申戸籍で国民に苗字 を定 める ことが義務付 け られ る
以 前 に発給 された旅券 は、苗字 の記載 されて いない もの も少 な くない。
た とえば上海行 きのパス ポー トで 「長崎、吉野 清七郎54歳 」「予州
宇和島、井 関家右衛門 米 田忠兵衛」 な どとあ る一方 で、 「備後 国大
江村 、百次郎25歳 」 「東京中橋南伝馬町 長吉倅 新吉21歳 」「甲
州巨摩郡三 ノ輪村 直右衛門 弟 竹次郎36歳 」(11)とある。同 じ く
上海行 きのパ スポー ト発給 を受 けた初 期 の女性 は長崎 丸山町遊郭 の
「遊 女」で外 国人 に伴 われ ての旅行 であったが、欧米人 に雇用 されて
上海 やウラジオ ス トクに向か う若 い女性が それ に続 く(12)。
1866年 の関税改定交渉で江戸幕府が外国船への 日本人水夫の乗 り組
み と、在留外国人が 日本で雇 っていた奉公人 を海外へ出国 させ る こと
を認 めたので、当初 は外国人の雇 い人 とい う形で渡航 する ものが ほ と
ん どであったた めで ある(13)。
朝鮮 にむけて は、1876年2月 に 日朝修好条規 が締結 され、同年10月
か ら対馬 の人 に限 られ ていた朝鮮へ の渡航が 日本人全体 に自由化('4)さ
れて以来、旅券発給 が増加す る(15)。
日朝修交条規 の2年 後の1878年 に日本で は近代旅券法が確立す るが、
発給場所 によ り若干 異 なる とは言 え、旅券下付 記録 の体裁 も徐 々 に整
い、旅券番号、人名 、満年齢 、本籍、身分、渡航事故(事 由)、 港名 、
許可年 月日、年限、旅券渡 し年月 日、帰朝年月 日、返納年月 日が記載
され るようになる。
まず東 アジア地域 へ の渡航状況 を 『旅券下付 数累年比較』 によ り概
観 す る と、表1の よ うにな る。1884年 まで は清国(大 部分 は上 海)、
朝鮮、 ロシア(ほ とん どが ウラジオ ス トク)へ の女性渡航者 は外の地
域 へ の渡航 者 の85%以 上 を占め るが、ハ ワイ官約 移民 が開始 され た
1885年 に25%に 落ち込 む。 しか し日清戦争後、 日露戦争後 に83%、71
%と 高 い率の渡航者 が東ア ジア地域 に戻 って くる。 これを朝鮮 に限 っ
てみ ると、1879年 、1880年 に60%の 高い数値 を示すが、 その他の時期
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もほぼ渡航女性総数の4分 の1を 集 めてい る。男女性別比 で見 る と清
国への渡航 で1882年 、1883年 に女性が男性 の数 を上 回るが、1868年 か
ら1905年 までに清国 ・ロシア ・朝鮮への旅券発給 を受 けた男性総数 に
対 し女性 は5分 の1と い う極端 なアンバ ランスを見せ る。
旅券記録が渡航先別 に まとまって残 されているのは1881年(16)か らで
ある。 ここで1881年 を例 に とって清国、 ロシア、朝鮮へ渡 って行 った
女性 を比較 す るな らば、清 国、ロ シアへ渡航 した女性 の平均 年齢 は
22.7歳 、21.6歳 であ るが、朝鮮の場 合 は26.5歳 となる。朝鮮 に渡航 し
た女性 の平均年齢 よ り清国、 ロシアが低 いのは、朝鮮へ の渡航 が家族
を伴 うケー スが相対 的に多 いのに対 し、縫針稼、洗濯稼 を渡航事 由 に
あげて単身で渡航 す る若年女性が後者2地 域 で多いた めで ある。縫 針
稼、洗濯稼の 占め る率が もっ とも多いウラジオス トク行 きで見 ると、
その稼業 に従事 す る年齢 は48歳 か ら11歳 まで広が りを見せなが らも10
代が78%、20代 が33%と 若年 に偏重 している。縫針稼、洗 濯稼 は朝鮮
へ の渡航事 由 として も決 して少ない数 ではないが、清国で は50%、 ウ
ラジオス トクでは65%を 占めてい る。帰朝年月 日の欄 には数 ヶ月や数
年後 に帰国 した ことが記載 されている者 もいるが、記載 されていない
者 も男女 を問わず少 な くない。 ウラジオ ス トク渡航 女性 での場合、25
%強 が記載 されていない。 また身分的 には全員平民 出身である。
また朝鮮 に出稼で渡航 した数 ヶ月後 にウラジオス トクに渡航 してい
るケース も旅券記録 に見 られ る(17)。
②渡航事由にみる記録 と記憶の懸隔
1880年 の海外旅券付与表(18)によれば、外務省、すなわち東京で発給
した朝鮮行きの旅券は男性181人 、女性24人 に付与 されている。 この
年にはまだ釜山、元山しか開港されていなかったが、長崎発に比べる
と女性の比率ははるかに低い。旅券記録 によると、長崎発給の旅券で




明治13(1880)年4月19日 に発給 された浅草新吉原京町2丁 目在住
の赤倉藤吉(47歳4か 月)、 同年5月7日 に発給 された浅草 区新 吉原
京町1丁 目在住 の小川 アイ(46歳8か 月)と 小幅松之輔(33歳)は そ
れ ぞれ渡航事 由 を商 業 として旅券 を申請 してお り、小 川 は900日 間有
効 の もの を許可 され ている。 また小 川アイ と小幅松之輔 は27歳 と14歳
の養女 を同伴 している。 ちなみ に返納 、帰国欄 は全員が空欄 となって
いる。
小幅が どの ような人物で朝鮮 へ具体 的に何 を目的 に渡航 す るのか に
ついて は同年5月11日 の 『有 喜世 』の記事(19)が参考 にな る。す なわ ち
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「先年朝鮮へ貸座敷を開いて当たという中米楼の二の米 を踏み、吉原
のおでん猫 は又同地へ貸座敷 を始めるとて、明12日 出帆の貫効丸へ、





承諾を必要 としたが、「娼妓取締規則」以前 にも以後 にも、売春業者
は娼妓稼業の条件を満たさないものに対し、養女にするのが通例 とな
っていた⑳。
くだんの小幅(小 幡)は 明治16年 「海外旅券下付(附 与)返 納表進
達一件(含 附与明細表)」 にふたたび旅券発給 されているが、名前 は
小幡松之助(36歳7か 月)、渡航事故は商業 となっている。新聞記事









は新 中米楼 として新京町2丁 目にオ ープンしている(22)。
また 『京城発達史』 に明治20(1887)年 「小川 ブイは風俗壊乱 の廉
を以 って3年 間在留 を禁止 された り」 とい う記述(23)があるが、小幡 を
小幅 と書 き違 えてい るところか らも、小川が小幡 と同伴 した同一人物
であ る可能性 は否定 できない。同一人物であれば、小川アイ は熊本 県
天草 出身 である。
また外務省記録では小川 アイの旅券返還 日の記載が空欄 になってい
るが、同一人物であ るな ら、小川 アイは900日 の滞在許可 を更新 した
か、 オーバ ー してい るとい うことになる。仁川が開港 したのが1883年
であ るため、小川アイが渡航 した当時 は京城(現 、 ソウル)に 行 くた
めには釜 山か ら上陸する しか なか ったのである。
ここで記録 と記憶 の隔た りが さまざまな理 由か ら存在す る ことを確
認 した上 で、東ア ジア地域で渡航事 由 として もっ とも多か った縫針稼、
洗濯稼 について考察 したい。
1883年1月 に開港 した仁川 におい て売買春 問題 は領事 を悩 ませ る難
問であったが、政府 に有効 な取締 りと公娼制度の許可 を求 めて外務省
へ送 った現状報告 に次のような もの もある。すなわ ち 「明治17年2月
28日 附仁川港小林領事発信吉 田外務大輔宛公信第三十一号」 に 「当港
の売淫者 は一般普通 の売淫 とは自 ら性質 を異 に し総て名 は洗濯針仕事
髪結 いの営業 に候 え どもその実雇 主あ りて」「その婦 女の如 き も年期
又 は人 身売買類似 の約束 を雇主 になす者 あ り」(24)と。ウラ ジオス トク
へのケー スか ら見て も、渡航先の 日本人社会 での需要 を越 える縫針稼、
洗濯稼従事者がい る。仁川の ように公娼制 が許可 されていない地域 で
の売春業 の隠れ蓑 として縫針稼、洗濯稼 が語 られた可能性 もあ る。
『京 城 発達 史』の 「明治18年 」 の記 述 に も、 この 年(1885年)の
「末 には我 在留官民 は89名 に達 しこの中婦女 は18名 に達 し半 ば妻女 な
る も他 は或 いは妾 た り酌婦た りしな り(25)」とある。
渡航事 由の要用、商業、縫 針稼 、洗濯稼 が売春 と結びつ けて解釈で










則」(1878年2月)の 第1条 で旅券申請機i関を外務省 と開港場管庁 と
定めたが、朝鮮行きに限 り広島、山口、島根、福岡、鹿児島、長崎県
厳原支庁(対 馬)と し、第3条 で定められた旅券出願手数料2円 を朝





目(釜 山は1882年 、京城は1887年)や1885年 に 「密売春」取締 りを付
け加えた 「清国及朝鮮国在留日本人取締規則」(1883年)(28)で、「安寧






























急激な渡航者増加 に伴い生 じる問題 に対処するために、「清国及朝
鮮国在留日本人取締規則」を手直 しし、「清国及朝鮮国在留帝国臣民














には 「無頼不良の徒又は醜業婦等の渡航 を取 り締 まるには別に方法あ
るべ く在留禁止令 もあることに付き、一般の渡航手続きに就いては大




移住先 としてさらに喧伝 されるようになった。山本倉太郎の 『朝鮮移
住案内』(民友社)が 刊行 されたのも1904年 の ことである。統監府が
設置され、日本の朝鮮支配が具体的な青写真 として描かれるようにな
ると、日本人居留民 に対 し、在留禁止 と教育費 ・衛生費の寄付行為者




やがて1910年 に 「韓国併合」を果たす と、在留禁止は営業停止、禁
止にとって変わるようになる。
3.女 性の職業比較一日本人、朝鮮人、在朝日本人









朝鮮へ渡航 した人 び との職業別戸 口調査 は外務大 臣訓達 に よ り明治
36(1903)年 よ り始 め られた(38)ので、1904年 と1905年 の戸 口調査 は戦
争 の影響で朝鮮渡航者が激増 したた めに臨 時に調査 された ものである。
表2は1903年 の釜山にお ける 「在 留本邦人員表」か ら作成 した もの
であるが、兼業従事者 は省略 して本 業従事者だ けを統計 に出 した もの
である。
この表 によれば下婢34%、 芸妓 、酌婦 で37%と な り、 これ らで全体
の71%を 、 日雇 い、裁縫、髪結い、洗濯、 で残 りの12%を 占め、合計
す る とこれ らですでに83%を しめてい る。専門職 としての教 師、看護
婦、産 婆39は それぞれ1%で 合計 して もわずか3%に 満 たない。 さ ら
に女性 人 口総 数(4816人)か ら比率 を出せ ぼ、教師0.1%、 産婆0.1%、
芸妓 ・酌婦5%、 下婢4.7%、 日雇い、裁縫、髪結 い、洗濯 で1.6%と
なる。 また身分 をあ らわ した第3表 による と士族 が平民 との対比で14
%に あたる。 この数 は1876年 の士族 の比率5.5%を は るか に超 える も
のであ る。新時代 に既得権 に与 かれなかった多 くの士族 が新 たな利権
を求めて朝鮮 に渡 った ことをこの数字 は物語 ってい る。
表4は 統監府統計年報 によ り作成 した もので、男女 の本業 ・家族 を
分 けて数字 を出 しているものか ら女性 だけをと りあげている。1906年
の本業 で見 る と、芸娼妓 ・酌婦 の合計 が全体の49.2%、 雑業が16.2%、
商業 が20.2%、 産婆 は1%、 教員 は0.5%と な る。1910年 と比較 して
も、芸娼妓 の比率 は48.2%と 高 いが、教員比率 も1%に まで倍増 して
い る。
これ を朝鮮で国勢調査がなされた1930年 の統計結果 を使 って、在 朝
日本人、朝鮮人 と比較す ると表5,6の ようになる。在朝 日本人の農
耕従事者 は朝鮮女性の79.8%、 日本 内地の 日本人 の郡部70.1%、 市部
の5.7%よ り低 い4%で ある。最 も高 いのは52.0%を 占め る商業 であ
るが、 日本内地の郡部10.2%、 市部 の34.4%よ りはるか に高い。ちな
みに朝鮮人 女性 は5.9%で ある。有業者比率 で見 る と、在朝 日本人 女
性 は接客業が28.65と 高 く、次 に商業22.6%、 農業11.8%の 順 とな る。








それに対 し、教育従事者は在朝 日本人女性が2.7%、 日本内地女性
が0.9%、 朝鮮女性 は0.05%で ある。医師、産婆、看護人 を含んだ医
療従事者は在朝日本女性が5.8%だ が、朝鮮女性 は0.02%と なる。日












高崎宗司氏 は難波専太郎の 『朝鮮風土記 ・上巻』の 「明治初年頃は
朝鮮に行 こうとしてもなかなか渡れなかった。男であってさえそうだ



















子は肥前国(長 崎)唐 津出身で、東本願寺派住職の家族 として布教す
るために1896年 に朝鮮に渡っている。全羅道光州で養蚕 ・農業指導の
実業学校 を設立 と 「日本村」建設 を試みるが、地元朝鮮人の激しい抵
抗にあって計画は頓挫 した。帰国後、1901年 に 「愛国婦人会」を創立
している。
奥村五百子は1898年 に貴婦人会結成の志半ばで日本に戻るが、淵沢









説 く講演を行っている(44)。大邱(慶 尚北道)で 新設 された養成女学校
では西山熊助夫人(45)が、木浦(全 羅南道)で の新設女学校には朝鮮語
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に も精通 した横 山女史(46)が教師 として招聘 され てい る。
官立漢城女学校で も学監 に赤穂千春(47)、翌年 には10名 の 日本人教員
が招聘 され る(48)が、 その内、板野徳 は一年足 らずで結婚退職 を してい
る(49)。
女性 が職業婦人 として自立で き、 なおかつ当時の女性 の専門職 とい
えるの は助産婦 で あ るが、助産婦 養成 所 も朝鮮 の高官夫人 の後 援 で
1910年 に創立 される(50)。ここで も教授 陣に 日本人女性が迎 え られ るが、
朝鮮人 との軋轢 か らす ぐに退職す る者 もいた。
女子教育 において も朝鮮で は日本 の近代化 に範 を求めたが、 そのた
めに教育理念 やカ リキ ュラム において 日本 の良妻賢母 主義が導入 され
る一方で、各現場 で民族的対立 も生 まれている。
朝鮮 で暮 らした 日本人女性 との交流 が実現 したの は、朝鮮人女性で
も親 日派 といわれ る上層 に属す る人 び とで、それ以外の 日本人女性 は
「日本街」「日本村」 のゲ ッ トー を形成 して 日本の生活様 式 をその ま
ま持 ち込 んで暮 らした。朝鮮 にた くあん、 おで ん、海苔巻 といった食
文化 が朝鮮人 の食生活 に浸透 したが、 キムチが在朝 日本人 の食卓 に上
る ことはほ とん どなかった。
5.お わ りに
女性、民族、階級 という切 り口から在朝 日本人女性 と朝鮮人女性の
関係を考察すると、女性 という共通項は民族の前に有効ではなかった。

































































































1906 1907 1908 1909 1910
家族 本業 家族 本業 家族 本業 家族 本業 家族 本業
官 吏 2,524 6 4,002 1 5,024 0 7,631 0 10,415 5
公 吏 267 5 273 0 537 0 574 0 1,477 0
教 員 169 32 194 27 340 33 426 69 783 93
神 官 8 0 11 0 13 0 13 0 28 0
新聞雑誌記者 133 0 159 0 150 1 164 0
僧侶・宣教師 60 0 48 0 80 0 129 0 127 1
弁護士及
訴訟代理人 42 0 28 0 60 0 70 0 117 0
医 師 393 1 301 1 475 1 552 1 671 4
産 婆 32 68 54 80 6 121 25 152 75 171
農 業 1,485 147 1,209 59 1,904 230 2,079 152 3,009 261
商 業 13,2621,25913,5081,23218,5693,30025,4691,45821,2921,084
工 業 3,753 68 4,224 54 4,570 97 5,809 212 7,808 137
漁 業 717 142 708 38 1,145 0 1,439 20 1,978 213
雑 業 7,0321,0076,7601,0026,481 593 6,9391,02414,1341,517
芸娼妓・酌婦 3033,063 342,562 3 4,238 4 3,941 2294,093
労 力 3,265 244 3,525 172 5,574 473 4,143 589 5,744 578
無職業 1,197 183 1,999 73 1,841 156 2,730 399 2,243 341
合 計 34,4696,22537,0115,30146,7819,24258,1828,01870,2948,498
(出典)『統監府続計年報(第 一次)』(明 冶40年)『 朝鮮総督府統計年報」(大正元年)
注1.新 聞雑誌記者の項目は1907年 からである
表5
①日本女性 朝鮮女性 ②日本 朝鮮
農 業 30.4 260.1 4.0 79.8
水産業 1.4 2.2 0.7 0.6
鉱 業 0 0.1 o.o o.o
工 業 11.7 27.8 6.0 0.9
商 業 101.5 19.1 52.0 5.9
交通業 8.1 0.1 4.0 0.0
公務 ・自由業 25.6 1.3 4.2 0.4
家事使用人 14.1 8.8 7.2 2.7
その他の有業 2.2 6.6 1.1 2.0





①日本女性 朝鮮女性 ②日本 朝鮮
接客業従事55.8 農耕従事235.9 28.6 72.4
商業従事44.1 蚕業従事21.9 22.6 6.7
農耕従事23.1 紡織従事19 11.8 5.8
家事使用人14.1 商業従事10 7.2 3.1
医療従事11.5 接客業9.1 5.8 2.8
通信に従事7.2 家事使用人8.8 3.7 2.7
蚕業従事6 そ の他 の有 業 .6.6 3.1 2.0
教育従事5.3 木竹蔓製造5.2 2.7 1.6
被服製造従事4.3 畜産従事2.2 2.2 0.7
飲食嗜好品製造4 漁業従事2.2 2.0 0.7
官吏雇用員2.9 無 業672.3 1.5
無 業802.8
















朝鮮 清 北米 露 その他 合計 総計
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
1868-751821 144 1050 1s4 557 39 90 0 748 24 4266 371 4637
1876 78 2 224 60 123 5 70 30 113 4 608 101 709
1877 479 26 204 95 33 2 59 12 89 3 864 138 1002
1878 401 144 205 66 53 4 55 7 193 12 907 233 1140
1879 450 210 205 114 35 2 37 13 61 6 788 345 1133
1880 623 311 156 !21 41 7 76 46 116 13 1012 498 1510
1881 311 123 124 95 53 2 198 108 43 10 729 338 1067
1882 335 113 153 244 55 5 147 100 103 19 793 481 1274
1883 417 142 173 219 53 6 100 146 122 12 865 525 1sgo
1884 368 89 344 116 277 7 72 34 221 26 1282 272 !554
1885 316 91 214 13 278 34 91 27 2049 348 2948 513 3461
1886 588 254 275 90 319 13 134 50 999 285 2315 692 3007
1887 836 282 439 78 445 16 204 46 2062 327 3986 749 4735
18881080 352 254 63 722 35 27 4 3321 694 5404 1148 6552
18891284 429 286 87 545 54 201 59 4007 820 6323 1449 7772
18901363 427 303 87 556 55 214 59 4041 1061 6477 1689 8166
18912339 761 275 103 1321140 514 68 6490 160710939267913618
18921567 598 409 183 2267 77 791 150 3609 767 8643 177510418
18931275 501 475 152 1854124 911 186 7109 !08211624204513669
18945250 815 285 !17 1416 81 1109309 6356 988 14416231016726
1s95823321581277233 945 104 34761245 4102 638 18033437822411
18963753 992 721 159 1645119 6906271 11138186124163340227565
18973338.12094512 76 1798147 4594305 6582 129620824303323857
1898376212252724205 2788 148 3043332 163012769 28618467933297
1899365910421600373 6539403 3384617 276205820 42802825551057
190032011126697356610155407 5159660 12037!05537525381441339
1901365411894931755 1858128 4416487 5900 716 20759327524034
19023541 717 500010054866 349 3504377 13717!12630628357434202
19032388 638 436610914676 420 3861493 13699126828990391032900
19044477 636 2825477 3252 238 0 0 13645104524199239626595
1905 496 27 4558698 2569 555 202 28 9008 132516833263319466
合計 61683167734554079055209437264364562691756012702737856361700440263
註(1)山 下英愛 「韓国 における 「慰安婦」問題 解決運動の位相」『戦争
責任研究』34,35号
(2)日 本の戦争責任資料 センター 『ナ ショナ リズム と 「慰安婦」問
題』青木書店、1998年 。
(3)木 村健二 『在朝 日本人 の社会史』未来社、1989年 。今野敏彦 ・藤
崎康夫 『移民史IIIIII』 新泉社、1996年 。
(4)宮 岡謙二 『娼婦 海外流浪記一 もうひ とつの明治』三一書房、
1968年 。森崎和江 『か らゆきさん』朝 日新聞社、1976年 。倉橋正
直 『北 のからゆきさん』共栄書房、1989年 。山崎朋子 「サンダカ
ン八番娼館』筑摩書房、1972年 。
(5)山 形県 ・山形県女性の歩み編纂委員会 『時を紡 ぐや まがたの女性
たち』みちの く書房、1995年 、参照。
(6)朝 鮮に戦後 も住み続 けた女性の記録 として、藤崎康夫 『棄民』
(サイマル出版社、1972年)、 上坂冬子 『慶州ナザレ園』(中 央公
論社、1982年)が ある。




(10)「 開港五十年 を迎 えて余 は最 も感慨無量」『釜 山開港五十年紀念
号』大正八(1919)年 釜山府、29-31頁 。
(11)海 外旅券勘合簿1巻 長崎之部3.8.5.5-1
(12)注11に 同 じ。一例 をあげる と 「辰(1868年)4月14日 出立、同9
月帰国 上海外 国人御連 丸 山町 司 辰22歳 」「辰2月13日 出
立 同9月15日 帰国 上海外 国人御連 丸山町 羽 山 辰22歳 」
これ以外 にも同 じようなケースで丸山町 「遊女」が上海 に数 ヶ月
の期間滞在 している。欧米人 に雇用されるケースは 「東京麻布谷
町 大和屋辰右衛門厄介 てい」「英人 ヒョンスニ雇レ 上海行
当県(長 崎県)下 萬屋町商 山賀 国八 次女 国18歳 」「仏人
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ア ンリニ雇 レ 露国 ウラジオス トック行 石川県 山下 シテ21
年8ケ 月」などが見 られる。
(13)鈴 木譲二 『日本人出稼 ぎ移民』平凡社、1992年 、12頁 。
(14)木 村健二前掲書、1989年 、33頁 。
(15)た だし、旅券 という名称が用いられるのは近代旅券法が確立 した
1878年 からである。(柳 下宙子 「戦前期の旅券の変遷」『外交資料
館報』12、1998年 、参照)
(16)海 外旅券下付(附 与)返 納表 明治14年 府県渡 し3.8.5.8
(17)畠 山力子(熊 本県出身、平民、19歳)は 明治14(1881)年4月8
日に朝鮮行 きの旅券 を発給されているが、同年6月3日 にウラジ
オス トク行 きの旅券発給 を受け、2年 後の10月 に帰国してい る






(20)国 際日本文化研究セ ンター主催 「日本 の植民地支配一研究 と課
題」シンポジウム会場で並木真人氏 のご指摘で小幡 とでんの関係
が判明。





史』、第1巻 、427～428頁 、高麗書林、1989年)た だ し現代 かな
遣いに変えて表記した。
(25)同 上、30頁 。
(26)『法令全書』明治11年3月 外務省布達第2号 、同年3月 外務省達
無号。
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(27)注11に 同 じ、1879年 に長崎県出身の高村婦美(14歳)、 本 田和佐
(20歳)、 道上喜与(16歳)、 広佐古与志(19歳)は 朝鮮行 き旅券
申請 目的を縫針稼 としてお り、高橋亀(26歳)は 要用 としている。
その他、縫針稼1人 、要用で10人 が旅券 を得て朝鮮 に渡っている。
(28)明 治16年 第9号 布告(明 治18年 第26号 第一条改定)。
第一条 朝鮮国及朝鮮国駐剳 の領事は在留の日本人該地方の安寧
を妨害せんとし若 くは風俗を壊乱せん とする者又 は其の




第二条 在留 を禁止せ られたる者 は十五 日以内に退去すべ し若 し
期限内退去 し難 き正当の事由あ りて其の旨を申し立る時
は領事 は相当の猶予期限 を与えることを得
第三条 保証金を出したる者再び第一条の挙動 ありと認定する時
は領事 は其の保証金を没収 し仍お在留を禁止すべ し
第四条 退去期限若 くは猶予期限内に退去せ さる者及禁止期限を
犯 したる者は十一 日以上一月以下の重禁固に処 し二円以
上百円以下の罰金 を付加す
第五条 この規則の処分に対 して は上訴 をゆるさず
(原文はカナ混 じり文)








寧 を妨害せん とし又 は該地方の風俗を壊乱せん とする者
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あるときは一年以上三年以下在留す ることを禁止すべ し
第二条 在留を禁止せ られたる者 は十五日以内に退去すべし若 し
期限内退去 し難 き正当の理由あ りて其 の旨を申し立つる
ときは領事は相当の猶予期限を与えることを得
第三条 在留禁止の命令を受けた る者其の命令 に対 し不服 あると
きは命令を受 けたる日より三 日以内に領事 を経て外務大
臣若は駐剳帝国公使 に該命令取 り消 しの申請を為す こと
を得 但 しこの場合に於 いては其の命令の執行 を停止せ
ず
第四条 前条の申請 をうけた るときは外務大 臣若 は駐剳帝国公使
は其の事実 を審査 し領事 の命令 を認可 し若は之を取 り消
しすべき命令 を為すべし其の命令 は確定のもの とす
第五条 在留を禁止せ られたる者営業上若は其の他の関係に於 い
て其の地を去 り難 き事情あ りと認むるときは領事 は其の
期限間相当の保証金を出さしめ在留せ しむることを得




時にても職権 に依 り又は所轄地方長官の証明に依 り該命
令 を取 り消す ことを得
第九条 退去期限若 くは猶予期限内に退去せ さる者及禁止期 限を




(36)前 掲 『京城発達史』103頁 。
(37)『統監府公報』にみると在留禁止 よ りむしろ木杯授与が頻繁 に見
られ、勝利を背景 に自信 をもって居留民 を取 り込 み始めているの
がわかる。
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